取組例６　信頼される学校のために
教育は、子どもたち、保護者、そして地域の方々との信頼関係があってこそ成り立つものです。

信頼関係の構築に、教職員の言動は、大きな影響を与えます。子どもや保護者や同僚等の信頼を失うことのないように、教職員自らがどのように関わっていけば良いのか、人権尊重の視点で考えてみましょう。
（１）具体的事例を通して考える（実際の事案を脚色しています。）

事例を通して、どんな問題点があり、どうすれば防止ができるのかを考えてみましょう。

【事例１】体罰

　　　教員Ａは、部活動に熱心に取り組み、子どもとの関係は良好だと思っていた。そのような中、行われた試合において、自分の思うようなプレーをしなかったということで、子どもを突き飛ばし、怪我をさせた。

【事例２】わいせつ行為

　　　教員Ｂは、子どもから家族の悩みを相談され、ＳＮＳで連絡先を交換した。親身になって話を聞くうちに２人で会うようになった。そして、体を触るなどの行為をし、保護者からの連絡で発覚した。

【事例３】セクシュアルハラスメント

　　　教員Ｃは、教員Ｄに対して、身体的な特徴についての発言をしたり、懇親会で隣に座った教員Ｄの体にさわったりするなど不適切な行為を行った。教員Ｄから同僚への相談があり発覚した。

【事例４】パワーハラスメント等

　　　教員Eは、年下の教員Ｆに対して、授業の進め方や子どもの指導の仕方について、気に入らないことを一方的に大声で子どもたちの前で叱責することがたびたびあった。教員Ｆは自信をなくし、体調不良から出勤できなくなった。
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（２）人権が尊重された風通しのよい職場環境づくりを考える

組織として不祥事を防ぐためには、日頃から教職員同士のコミュニケーションが円滑に行われ小さな異変に気付けるようにするなど、お互いの人権が尊重された良好な関係であることが大切です。このような職場環境づくりをしていく上で、どのようなことを心掛けていけばよいでしょうか。自分の考えを書いて、みなさんで話し合ってみましょう。
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